
 
ミンク資料（北海道ブルーリストより） 
  

目名 ネコ 

科名 イタチ 

種名（亜種名：*） ミンク 

分
類 

学名 Mustela vison 

カテゴリー区分（□→■） ■Ａ  □Ｂ  □Ｃ  □Ｄ  □Ｅ  □ｈ  □Ｋ 

  ＊カテゴリーＡは、すでに定着して影響が報告されているもの 

原産地 合衆国西南部以南を除く北米一帯（アラスカ、カナダを含む） 

移入年代 

昭和 3年 11 月に農林省がアメリカ合衆国から北海道に４頭を輸 

入したのが最初。野生化の時期は不明だが、1950 年代後半か 

ら逃亡による野生化が始まり、1960 年代中頃には定着したと考 

えられる。 

初報告 1982 年 

全国分布 北海道 

道内分布 
全道に分布するが、海岸部をはじめとする水辺に多く、山地に 

はほとんど生息しない。 

移
入
の
経
緯 

移入の原因 毛皮養殖用飼育個体の逃亡・遺棄 

生活史型 
母子関係は 2ヶ月あまり続き、子は秋までに成体と同サイズと 

なるが、0才、1才の生存率は著しく低いものと予想される。 

食性 ノネズミ、鳥類、魚類、甲殻類を捕食 

形態 
オスは、頭胴長 45cm、尾長 36cm、体重 1kg。 

メスは、頭胴長 36cm、尾長 30cm、体重 0.7kg。 

繁殖形態 

飼育下では晩秋に交尾し、翌春に 4～5頭の子を出産。野生化個 

体の資料からは、3月頃に交尾して 5月中・下旬に 5～7頭の子を 

出産すると推定される。メスの繁殖率は高く、成体は毎年繁殖 

すると推定される。 

生息環境 
河辺ヤナギ林や湿地林を中心とする森林・ササ食性・水田。 

水辺を好む。 

種
の
生
態
学
的
特
性 

特記事項   

■ 上位捕食者としての影響 

□ 植生などへの影響 

■ 競合・駆逐の可能性 

□ 交雑による遺伝的攪乱 

□ 在来生物への病気・寄生虫の媒介 

■ 農林水産業などへの影響 

影響の種類（□→■） 

□ 人の健康への影響 

対策 平成６年より狩猟獣指定。 

影
響 

特記事項   

分布図（□→■） ■ 有り（1985 年当時）  ・  □ 無し 

写真またはイラスト（□→■） ■ 有り  ・  □ 無し 
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